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の学習指導要領実施の年）から平成 22 年の指導要録（平成 20 年告示の学習指
導要領実施の年）まで、評価の観点として位置づけられている（文部科学省，























































3.2 平成 29年告示 小学校学習指導要領 総則編における記述



































































































































































































































































































































































































図 5-2 生成的学習モデルの説明（R. オズボーン＆ P.フライバーグ，1988）

































































































































（註 2） 21世紀型スキルについては、21世紀型スキルパートナーシップ（以下 P21と記す）
の「21世紀型スキルの枠組み」をあげている。21世紀型スキルといわれるものについ
ては、「学習とテクノロジーの世界フォーラム」において立ち上がった「21世紀型スキ
ルの学びと評価プロジェクト（Assessment and Teaching of 21st Century Skills(ACT21S)
Project）」もあるが、文部科学省による、論点整理で引用されているものは、P21の「21
世紀型スキル枠組み」であるためこちらをあげている。この P21の枠組みは、ACT21S
に影響を与えている。P21と ACT21Sは別組織である。2018年に P21は、Battelle for Kids
に参加しているため引用元は Battelle for Kidsとしている。今回の「21世紀型スキルの












（註 5）「social and emotional skills」は、「社会的、情動的スキル」とも訳せるが、「Skill for Social
Progress」（OECD，2015）の邦訳である、『社会情動的スキル 学びに向かう力』（無藤
隆、秋田喜代美 監訳）を参考に、「社会情動的スキル」とした。
（註 6） OECDの Education2030プロジェクト（OECD，2018）では、「Need for a broad set of
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